
姫路市版携帯・災害避難カード「命のパスポート」の記入方法

災害から命を守る上では、「身近にどのような危険があるのか」をよく知り、「いざというとき」にどのように行動するのか、できるだけ具

体的に考え、あらかじめ決めておくことが大切です。命のパスポートで警戒レベルに応じた行動を取ることにより、あなたの命を守ります。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

確認手順② 

気象情報等の入手先を確認

しましょう。 

【入手先の例】 

・テレビ（データ放送） 

・ひめじ防災ネット 

 登録型の防災情報メール配

信サービスです。登録には、

下記アドレスに空メールを

送ってください。 

himeji@bosai.net 

 

【風水害 確認事項】 

確認手順① 

ハザードマップ等で自宅に

危険がある災害にチェックを

入れましょう。また、どれく

らい浸水するか記入しましょ

う。ハザードマップは市役所

や各支所、インターネットで

確認することができます。 

 

 

確認手順⑤ 

警戒レベルに応じた避難する

タイミングを記入しましょう。 

【記入例】 

・警戒レベル３ 

（避難準備・高齢者等避難開始） 

・警戒レベル４（避難勧告） 

確認手順④ 

【避難行動例】 

警戒レベル１ 

・防災気象情報等の最新情報

に注意 

警戒レベル２ 

・ハザードマップ等で避難場

所や避難経路、避難のタイ

ミング等の再確認 

・避難情報の把握手段の再確

認 

警戒レベル３ 

・高齢者等の要配慮者の方は

避難場所等へ立退き避難 

・それ以外の方は避難準備を

行う 

警戒レベル４ 

・避難場所等へ立退き避難 

それが危険な場合、近隣の

安全な場所への避難や屋内

安全確保を行う 

警戒レベル５ 

・既に災害が発生しており、

命を守る最善の行動をとる 

確認手順③ 

災害によって避難場所

には適・不適があります。 

ハザードマップ等で適・

不適を確認し、洪水や土砂

災害等で避難する場所を記

入しましょう。 

姫路 Web マップ 

1.0 

〇〇小学校 警戒レベル３ 

警戒レベル３ △△公民館 
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Ⅰ 家族防災会議の開催 

 家族内で、災害時の避難について話し合いましょう。 

Ⅱ 命のパスポートの作成 

  命のパスポートに避難場所等を記入し、折りたたみましょう。 

Ⅲ 命のパスポートの保管 

作成した命のパスポートを財布などに入れておき、 

「いざというとき」に確認しましょう。 

※ インターネットから印刷することができます。 

  

確認手順③ 

非常時持出品を準備しチェ

ックをいれましょう。 

確認手順② 

避難場所までの避難方法や

避難経路上の危険箇所を記入

しましょう。 

経路上に危険箇所がある場

合、迂回ルートを考え、平時

から避難経路の危険性を確認

しましょう。 

また、要配慮者の方など避

難する際に気にかける人を記

入しましょう。 

【危険箇所の例】 

・道路冠水が多発する箇所 

・ガードレール等がない水路 

・ハザードマップに記載され

ている危険箇所 

（土砂災害警戒区域等） 

・ブロック塀 

確認手順④   

家族の連絡方法・緊急連絡

先を記入しましょう。 

確認手順① 

地震時に必要な対応を

確認しましょう。また、津

波の危険性や避難場所等

を記入しましょう。 

【自宅の津波浸水深】 

津波ハザードマップで

浸水する深さを確認しま

しょう。 

【一時避難場所】 

地震や津波の時に一時

的に避難する場所です。 

【市指定避難所】 

自宅で生活ができない

場合、中長期避難生活をす

るところです。 

記入例 

QR ｺｰﾄﾞ 

○○小
△△
公民館

冠水多い

ブロック塀

○○さん

【問合せ先】姫路市危機管理室 TEL：(079)223-9595 

 

姫路市 命のパスポート 

△△公園 

【地震災害 確認事項】 【共通確認事項】 

△△集会所 

△△小学校 


